


クス伝説を映画化したものには、 1949年にド

口シー・ベイ力ーの原作で(ボリス・ヴィア

ンがフランス語訳を担当)マイケル・力一テ

イスが監督、力一ク・ダグラスが主演した『情

熱の狂想曲』があるが、アウoアティはこのリ

メイクを作る気はな力、った。彼は、「ミュージ

シャンがロマンティシズムやタブーに挑戦す

る姿勢に魅力を感じている」という。その気

持ちこそが、 15年の歳月をかけて、一切の美

化もフィクションも排して、アメリ力が生んだ

この偉大な人物の

生涯を描くことを

成功させたのだろ

う。アヴァティ監

督のピックスに対

するイ憂しさは、日央

画に登場するヒヘン

クスの親友ウeエヌ

ーティの眼差しに日

も投影されている。ぽ:

建える20年代ファッション

新鋭ブライアント・ウィークスの魅力
主役のヒ'ックスを演じるのは、新鋭ブライ

アント・ウィークス。 rノ\ムレッ卜」や E.

E. 力ミングスなどの舞台て賞を獲得してい

たウィークスに、ヒ。ツクス役として白羽の矢

が立ったのは、アヴァティ監督の目に彼が、

ピックスとそっくりに写ったからだという。

ブルーの瞳に、憂いを秘めた青白い額は、狂

乱の時代を生き急いだ青年そのものだった。

それまでピックスについては、いくつかの曲

を知っている程度だったウィークスだが、役

柄にどんどんのめりこみ、撮影時は完全にピ

ックスになりきっていたという。

また、この映画の中のもう一つの主役は、

全篇に流れる音楽と言ってもいいだろう。担

当は『コットンクラブ』でも音楽監督を務め

たボブ・ウィ jレノてー O 現代的な感覚で、オリ

ジナルスコアを再現してみせた。ピックスの

吹き替えに卜ム・フレッチヤ一、その他ケ二

一・ダヴァーン、キース・ニコルズ、ヴィン

ズ・ジョルダーノなど、イ憂れたジャズミュー

ジシャンを起用して、サウンド・トラックを

制作した。(上映時間II時間51 分)

ヒ。ツクスは、白人であること、最初に即興の

スタイルを完成させたという点で、ジャズ史

に名を残している。また、彼の即興スタイル

は、後に、クールジャズを確立させたマイル

ス・デイヴィスを始めとして、後世のジャズ

メンに多大な影響を及ぼした。

早逝の天才コルネット奏者

その愛と苦悩の青春。
物語は、ピックスの死後から始まる。最後

まで良き理解者だったジャズバイオリニス卜、

ジヨー・ウcエヌーティが、ヒザツクスの虫儲守者

といわれる少女に、彼の生涯を語って聞かせ

るという設定で進んでいく。寮を抜け出し

ては街のジャズクラフに通い、ろくに授業に

も出なかったシカゴでの学生時代。ヒ。ツクス

は、ここで本物のジャズの演奏に触れ、その

後も一緒に演奏活動することになるジャズ仲

間を得た。だが、ヒーックスの家族は、きちん

とした職業にもつかず、ジャズに夢中になる

息子を許そうとしなカ、った。ヒーックスは、制

作する度に初郎に送っていたレコードの包み

さえ、両来肋《聞いていな力、ったことを発見し、

誰にも理解されない孤独をアルコールでまぎ

らわすようになっていく。やがて演奏するこ

とさえままならず、落ちぶれゆくピックスだっ

たが、友の力を得て再帰に賭けるのだった・..。

元ジャズマン、アヴ、アティ監督の

詩情あふれる映像オマージ‘ユo
監督は『追憶の旅』、『モーツ y)レトー青春の

日々』、『いつカ、見た風景』など、印象派的な淡

い色彩て\独自の世界を作ってきたプピ・ア

ウ。アティ。自らもプ口のクラリネット奏者と

しての経寿食があるアウ'-y ティは、ピックスの

生涯を映画化するのが長年の夢だった。ビッ

反逆と歓喜に満ちた

ジャズ工イジを見事に再現/

僕がジ、ャス、た、。

心にしみるビ、ツクスの伝説o

1920年代、アメリ力。狂乱の時代を、駆け

抜けるように生きた一人の天才コルネット奏

者がいた。ヒ。ツクス・バイダーベック。白人

ジャズマンとして、次代に多大な影響を及ぼ

した人物。『ジャズ・ミー・フソレース』は、こ

れまで謎が多いとされてきたヒ。ックス・バイ

ダーベックの伝説を描いた映画てある。栄光

と、天才であるがゆえの孤独一一。これは、

『ノてードJJIFラウンド・ミッドナイト』などの

ジャス百央画のT見点に立つ作品であると同時に、

一人の青年の苦い青春を描いて、多くの人々

の共感を得る作品となるに違いない。

画孟詮hミ辺

スコッ卜・フイツツジェラ jレドカミジャズエ

イジと名づけた 1920年代のアメリ力は、何も

かもが新しく輝いていたと同時に、坂を転

げ落ちる寸前の時代特有の不安にも満ちてい

た。そんな中、 “ロストゼネレーション"の

若者達にとってのジャズは音楽以上のものを

意味していた。ジャズはあらゆるものに反逆

する気持ちの代名詞だったのだ。ピックスが

即興で吹いてみせるメロディーは若者達を熱

狂させた。今でこそジャズの即興演奏は当た

り前だが、当時は、譜面に頼らないことは演

奏できないに等しかった。この奏法を最初に

行ったのがピックスだった。特別の才能を持

って生まれてきたビックスは、幼い頃から一

度聞いたメロディーなら、どんなものでも瞬

時に再現することが出来たのだ。ルイ・アー

ムス卜口ンクoやデューク・エリントンなど、

この時代に活躍したジャズフレイヤーと共に、
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